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１．研究背景 

自転車関連事故は全事故の 20%を超え高止まる傾向にあるなど、自

転車の「安全性の向上」は大きな課題となっている。これらの問題を受

け、国土交通省と警察庁は、2012 年 11 月に合同で「安全で快適な自転

車利用環境創出ガイドライン」を発出した。ガイドラインは、自転車

ネットワーク、自転車通行環境の設計、利用ルールの徹底などの方針

を定めたもので、「自転車は幹線道路や細街路において車道部左端を通

行する」という原則を明確にし、自転車専用通行帯に加えて法定外の

通行指導帯、矢羽根マーク等により誘導を図る指針が示されている。

この方針に従って、幹線道路の信号交差点や小交差点はレイアウト指

針が示され、各地で実験・検証が行なわれている。しかし、自転車関連事故

の約半数が発生する細街路の信号機のない細街路同士の小交差点については、

一部の都市で路側帯と称して車道部の左端にカラー化やピクトラインの整備

が実験的に行われているものの、安全性への効果については明かになってい

ない。 

２．研究目的 

 自転車指導帯の導入された細街路小交差点と従来型交差点を対象にし

て交差点における自転車の挙動および視線挙動を分析し、自転車の通行特

性を比較する。それによって、自転車指導帯の導入による安全性への効果

を明かにすることを目的とする。  

３．研究方法 

 表-1、図-1 に示す対象交差点で調査を行なった。自転車の通行位置を図

-2 に示すように 6 つに分け、図-3 に示すように、交差点端から距離ごとに交

差道路側の可視範囲を撮影した。アイマーク調査では、6 つの通行位置で交差

点に進入し、交差点接近時の注視行動を計測した。注視対象物としては図-4

の道路区間のエリアとおよび図-5 の対象物に区分して分析した。さらに、高さ

5ｍ程度にビデオカメラを設置して，交差点に進入する自転車利用者の顔が見

えるように交差点進入部と通過部の交通状況を観測した。これから自転車の走

行軌跡、速度、安全確認挙動、停止状況、交差道路側の交通の有無、他者

交錯状況、占有状況を観測した。 

 表-１ 道路条件および施策の有無ごとの対象交差点一覧表 

図-2 通行位置 

 

図-4 視線方向分類（エリア） 

 

図-1 対象進入路 

 

図-5 視線方向分類（対象物） 

 

非・カラー化西葛西①  非・指導帯なし葛西①  

優・白線ピクト金沢①  優・指導帯なし金沢②  

指導帯有り 指導帯無し
順走 カラー化　西葛西① 葛西①
逆走 カラー化　西葛西① 葛西②
順走 白線ピクト金沢市① 金沢市②
逆走 白線ピクト金沢市① 金沢市②
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図-8 進入路ごとの通行位置 
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図-6 見通し距離 

 

図-9 交差点への進入速度 

 

図-10 自動車×自転車交通量あたりの交錯発生率 

 

４．分析結果 

１）通行位置別の交差道路への見通し 図-6 に示すよ

うに、進入時の通行位置別に交差道路側の可視範囲を比

較した。左右の交差道路への見通し距離の差に着目する

と，路側帯を通行した時はこの差が大きくなるのに対し

て、指導帯や車道中央部を通行した時には差が小さくな

ることが明らかである。 

２）交差点進入時の視線挙動 進入時の交差点手前 15

ｍからの視線挙動を図-７に示す。路側帯左、路側帯右

を走行するときは、視線の移動が頻繁になるが、指導帯や車道中央

を通行する時は，視線の移動頻度が少なくなる傾向が見られた。 

３）各交差点進入路における通行位置の割合 交通状況ビデオ調査

より、交差点進入路ごとに、通行位置を集計した結果を図-8 に示す。

東京では、左側通行が減少し、指導帯の通行割合も減少している。

西葛西では、駅位置により右折しやすいことが影響している可能性

がある。一方金沢では、左側通行の割合が増加し、指導帯の通行割

合も増加している。これは、金沢では、交通指導員による街頭指導

が行なわれ、自転車の指導帯左側の走行が定着してきているためで

ある。指導帯の設置に加え

て街頭指導等のソフト対策

によって通行位置を誘導す

ることは可能といえる。 

３）交差点への進入速度 

ビデオ調査から計算した交

差点への進入速度を図-9 に

示す。交差点への進入速度

は、指導帯設置箇所の交差点

を走行する方が速くなる傾

向があることが分かった。指

導帯を設置することにより、

自転車に優先意識が生まれ

ていると思われる。 

４）自動車×自転車交通量当

り交錯発生率 自動車および自転車の交通

量の積当りの交錯発生率を図-10 に示す。

交差点内部では、指導帯設置箇所を走行す

ると交錯が起こりにくいことが分かった。 

５．おわりに 

 分析サンプル数を増やして効果を分析

する必要がある．なお本研究は、タカタ財

団（平成 25 年度研究助成）からの助成 

をうけて実施した研究成果の一部である。 

図-7 視線移動の軌跡 
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